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ともろークリニック 

弥生台駅から徒歩 8 分ほどの場所にある、内科,

皮膚科,アレルギー科,リウマチ・膠原病科のクリ

ニックです。 

訪問診療や健康診断なども承っております。 

弥生台駅から当院までの送迎バスもご用意して

おり、診察までの待ち時間もなるべく短くでき

るよう心掛けております。 

詳細は、下記の QR コードよりともろークリニ

ックのホームページからお問い合せ下さい。 

 

 

ともろー訪問看護ステーション 

＜訪問看護の利用方法について＞ 

◆訪問看護は介護保険や医療保険でサービスが受けられます。 

対象者の年齢や疾病、身体の状態によって介護保険もしくは医療保険どちらが適用になるか 

制度により決まります。 

 

・介護保険を利用する場合 

 要支援 1～2 または要介護 1～5 に該当している方 

 主治医に訪問看護指示書を交付してもらい訪問看護ステーションに申込みをしてサービス利用 

開始となります。 

 ケアマネジャーのケアプランに組込む必要があり担当のケアマネジャーがいれば相談するか 

介護保険申請前の方・認定は受けたが介護保険サービスの利用がない方は地域包括支援センター

に相談して下さい。 

 

・医療保険を利用する場合 

 子供から高齢者まで年齢に関係なく利用できます。主治医に相談して訪問看護ステーションに 

連絡を取り合ってもらうか、直接問い合わせ下さい。 

  ※直接のご相談も出来ますので、お気軽にご相談下さい。 

 

ともろー訪問看護ステーション弥生台 

TEL045-814-6040 

 

 

 

リハビリ課 
居 宅 訪 問 指 導 （ 入 所 ） 

 

 

  

   

 

≪ 玄関外 ≫ ≪ 玄関内 ≫ ≪ 階段 ≫ 

≪ 浴室 ≫ ≪ トイレ ≫ ≪ 居室/寝室 ≫ 

当施設では、自宅復帰をお考えの方々のご自宅へ訪問し、環境や動作確認をしています。退

所前にはご本人にも出向いてもらい、ご本人・ご家族に生活をイメージして頂くことや、介助

指導、環境調整提案、福祉用具の選定、住宅改修案などを行っています。そこで見つけた課題

をもとにリハビリ内容、生活内動作支援もさらに具体的にしていき、在宅復帰へつなげていま

す。また、退所後にも訪問し、状況確認、提案、課題が残る場合は、ケアマネジャーを中心と

して、次のサービス担当者へ引き継ぐようにしています。介護される方もする方も、動きやす

く安心して在宅生活が送れるような支援を心がけています。 

≪ 廊下 ≫ 

ともろー 

ともろークリニック 

ホームページ 

相鉄線 弥生台駅ロータリーより

無料送迎バスを運行していますの

で、ぜひご利用ください。 

 

弥生台駅 発車時間 

 10：00   11：00  

 13：30   14：30  



 

面会について 

やよい台仁では、これまでと変わらず面会を承っております。下記の内容をご確認いただ

き、事前予約（045-814-6601 代表）をお願いいたします。 

 

予約 事前の予約制です。 ※受付：事務課（代表 045-814-6601） 

面会の枠に限りがありますので、まとめての予約はお控えください。 

面会時間 1 組 30分（来所から帰られるまで） 

面会人数 3 名まで 

面会場所 各フロアの談話室 

※3名以上での面会は、1階談話室か応接室となります。 

※飲食をご希望の方は、月に１回まで 1階談話室か応接室となります。 

自宅洗濯 ご持参いただいた洗濯物の収納のみ、居室へ入室できます。 

ご注意点 ・マスクを着用しての面会となりますので、ご持参ください。 

・体調不良などありましたら、面会はできませんので、ご了承ください。 

・２階、３階フロアでの飲食は禁止となっております。 

○面会時間（平日と第３土曜日のみとなります） 

【平日】  

午後 13：30   ～   14：00 

14：00   ～   14：30 

14：30   ～   15：00 

【第３土曜日】 

午前 11：00   ～   11：30 

午後 13：30   ～   14：00 

14：00   ～   14：30 

14：30   ～   15：00 

 

やよい台仁の献立 

 

同心協力（連載コラム） 第 7 回/全 1７回 

道路にへばりついたガム、粘着テープ、何度も踏みつけられてカチカチに乾いたティシュペパーを剥ぎ取るのは結構手を焼く。 

ここにも…と火ばさみでガリガリ引っ搔くと、実はこれが道路に塗られた白いペンキ跡だったりして、思わず苦笑いすることがある。誰かに見られちゃいなかったか。 

空き缶や空きビンも多い。「空(から)」といっても何も入っていないことはむしろ珍しい。雨水だったり飲み残しだったり、まさか小便ではないとは思うが、いずれにしても中に残っている正体不明の液

体は下水溝などに流し、缶・ビンはゴミ袋に納める。 

ビンは重い。とりわけ一升瓶。何でこんなものが公道に捨てられているのか理解に苦しむが、それはそれとして、目に入った以上放置はできない。袋に入れるには重すぎるので、別途、車の下に吊るし

たトレイに収容する。 

重い物の筆頭は、古くは電話帳だったが、最近は何と言っても、しっかり雨水を含んだ分厚い少年雑誌だ。火ばさみでつかみ上げようにも、片手では到底持ち上がらない。 

植え込みや生垣の中、石垣の隙間などに無理やり押し込んだように捨てられたゴミは取り出すのに苦労する。捨てる方にしてみれば、若干の後ろめたさがあって、出来るだけ目立たない所にということ

であろうが、どうせ捨てるなら拾う側の身になって、拾いやすい捨て方をしてほしいと願う。 
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面会についてのお願い 

・差し入れについてはお受けできないものがございます 

ので、ご予約時にケアマネへご相談ください。 

・お食事については、感染予防の関係で 1階での面 

会となります。ご利用者様の状態によっては、お受け 

できないこともございますので、ご予約時にケアマネへ 

ご相談ください。 

・土曜日は予約が集中するため、お受けできないこと 

がございます。 


